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新庁舎建設工事に関する調査特別委員会

会議録 

 

令和８年６月１５日 月曜日 

  午前１０時００分開議 

  午前１１時２７分閉議（実時間７７分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．記録の提出要求及び証人喚問申出について 

１．委員の調査活動における公正性確保に関す

る協議について 

１．その他 

                              

○本日の会議に出席した者 

委 員 長  中 山 諭扶哉 君 

副委員長  木 村 博 幸 君 

委  員  大 倉 裕 一 君 

委  員  北 園 武 広 君 

委  員  野 﨑 伸 也 君 

委  員  橋 本 貴 喜 君 

委  員  深 田 浩 介 君 

委  員  村 川 清 則 君 

委  員  山 本 敬 晃 君 

 

※欠席委員         君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

               君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 

                    君 

                              

○法第１００条第１項により出頭した証人 

                    氏 

                              

○記録担当書記     栗 山 大次郎 君 

            松 﨑 広 平 君 

 

（午前１０時００分 開会） 

○委員長（中山諭扶哉君） 皆さん、おはよう

ございます。（｢おはようございます」と呼ぶ

者あり） 

 それでは、定刻となり、定足数に達しました

ので、ただいまから新庁舎建設工事に関する調

査特別委員会を開会いたします。 

 まず、報道機関及び一般の方から傍聴の申出

があっております。当調査特別委員会の運営要

領に基づき、これを許可することに御異議ござ

いませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中山諭扶哉君） 異議なしと認め、

そのように決しました。 

 それでは、傍聴者入室のため、小会をいたし

ます。 

（午前１０時００分 小会） 

                              

（午前１０時０２分 本会） 

○委員長（中山諭扶哉君） 本会に戻します。 

 次に、撮影及び録音についてでありますが、

当調査特別委員会の運営要領に基づき、報道機

関のみ許可することといたしたいと思います

が、これに御異議ございませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中山諭扶哉君） 御異議なしと認

め、そのように決しました。 

 なお、委員会中、基本的人権やプライバシー

保護等のため、必要に応じ、秘密会になる可能

性があります。その際は、報道機関も含め、傍

聴者には退席いただきますので、御承知おき願

います。 

                              

◎記録の提出要求及び証人喚問申出について 

○委員長（中山諭扶哉君） それでは、初め

に、１、記録の提出要求及び証人喚問申出につ

いてでございます。 
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 期限までに提出された記録提出申出書がござ

います。タブレット端末の記録要求一覧を御覧

ください。 

 木村委員より、記録提出申出書のとおり、新

庁舎建設工事に関する調査を行うため、市長、

選挙人その他の関係人に対し記録の提出を求め

たいとの申出でございますが、何か御意見等ご

ざいませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中山諭扶哉君） なければ、記録要

求一覧のとおり、市長、選挙人その他の関係人

に対し記録の提出を求めたいと思います。異議

なしと認め、そのように決しました。 

 委員長より議長宛てに記録提出要求書を送付

し、議長から市長、選挙人その他の関係人に記

録提出請求書を送付いたします。 

 次に、期限までに提出された証人喚問申出書

がございます。タブレット端末の証人出頭要求

一覧を御覧ください。 

 本件に関しましては、基本的人権、プライバ

シーに配慮する目的から、個人名に関してはア

ルファベットを付しておりますので、発言の際

はＯ氏、Ｐ氏といった配慮をお願いをいたしま

す。 

 それでは、深田委員より、証人喚問申出書の

とおり、Ｏ氏に対し、証人出頭要求一覧に記載

のとおり出頭を求めたいとの申出でございます

が、何か御意見等はございませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中山諭扶哉君） それでは、お諮り

いたします。 

 深田委員からの申出書のとおり、Ｏ氏に対し

出頭を求めることに御異議ございませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中山諭扶哉君） 異議なしと認め、

そのように決しました。 

 なお、Ｏ氏について、委員長より議長宛てに

証人出頭要求書を送付し、出頭を求める日時に

ついて調整した上、議長より証人出頭請求書を

送付いたします。 

 次に、深田委員より、証人喚問申出書のとお

り、Ｐ氏に対し、証人出頭要求一覧に記載のと

おり出頭を求めたいとの申出でございますが、

何か御意見等ございませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中山諭扶哉君） それでは、お諮り

いたします。 

 深田委員からの申出書のとおり、Ｐ氏に対し

出頭を求めることに御異議ございませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中山諭扶哉君） 異議なしと認め、

そのように決しました。 

 なお、Ｐ氏について、委員長より議長宛てに

証人出頭要求書を送付し、出頭を求める日時に

ついて調整した上、議長より証人出頭請求書を

送付いたします。 

                              

◎委員の調査活動における公正性確保に関する

協議について 

○委員長（中山諭扶哉君） 次に、委員の調査

活動における公正性確保に関する協議について

でございます。 

 本件につきましては、委員会運営に関し、委

員会の公正性及び証言環境への影響が懸念され

る事項について事実関係を確認し、今後の委員

会運営について協議を行うものであります。 

 なお、本件は特定の結論を前提とするもので

はなく、事実関係を確認した上で公平かつ慎重

に協議を行うものであります。 

 それでは、まず、経過説明を行います。 

 本委員会は、地方自治法第１００条に基づ

き、新庁舎建設工事に関する事実関係の解明を

目的として調査を進めております。そのような

中、令和８年３月頃、ジャーナリストを名のる

人物が市職員及び委員長である私や関係議員な

どに接触し、新庁舎建設工事及び百条委員会に
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関する取材活動を行いました。その後、捜査及

び報道により、当該人物は偽名を使用していた

こと、また、本件に関連して逮捕された関係者

であることが明らかとなりました。 

 その後、自民党八代市議団からは、本委員会

の運営に関して様々な意見表明及び申入れが行

われました。 

 まず、４月２４日付で自民党八代市議団所属

委員から、４月２８日に予定されていた委員会

への出席辞退通知が提出されました。通知文で

は、委員会運営に対する疑義等が示されており

ました。 

 続いて、４月２７日付で自民党八代市議団か

ら委員会冒頭での発言を求める発言申出書が提

出されましたが、既に出席辞退が提出されてい

たことから、委員長として、出席していない議

員による発言は認められない旨を通知いたしま

した。その後、４月２８日の委員会において

は、冒頭予定されていない意見を述べられよう

とされましたが、すぐに退室され、委員会には

参加をされておりません。 

 さらに、５月７日付で自民党八代市議団から

百条委員会運営における中立性及び適正手続に

関する公開質問状が提出されました。同質問状

では、委員長及び委員会運営に関する複数の質

問が示されるとともに、委員会の中立性や証人

との関係等についての問題提起がなされまし

た。同日、成松由紀夫議員、松浦元議員ほか１

名が逮捕される事態となっております。 

 また、自民党八代市議団からは、証人及び関

係者に対する公開質問状の送付や委員会におけ

る証言内容に関する情報発信、偽証告発を予告

する内容と受け止められる発言等が行われまし

た。 

 これらの状況を受け、５月１１日付で八代市

議会議長から自民党八代市議団に対し、１００

条調査における証人への言動に関する厳重注

意、通告が発出されました。 

 同通告では、偽証告発の主体は議会（本会

議）に限られること、根拠のない告発予告等に

より証人を萎縮させる行為は慎むべきこと、調

査への不当な介入は議会全体の信頼及び秩序を

損なうことなどが記載されております。 

 その後、自民党八代市議団は、出席辞退通知

を撤回するとともに、議長通知に対する弁明書

及び抗議書を提出し、自らの行為は適正な議員

活動であるとの見解を表明されました。これに

対し本委員会としては、５月１８日付で百条委

員会の公正な運営を妨げる行為に対する警告を

発出し、証人に対する心理的圧力となり得る行

動や委員会の公正性に影響を及ぼし得る発言に

ついて、慎重な対応を求めました。後に、５月

２８日、成松由紀夫議員はあっせん収賄罪で起

訴されております。 

 さらに、６月３日には、本委員会として百条

委員会の公正な運営及び証言環境の確保に関す

る声明を公表いたしました。声明では、証人が

自由かつ率直に証言できる環境の確保が委員会

の重要な責務であることを確認するとともに、

証言内容に対する暫定的評価や刑事責任を強く

印象づける発信、委員会運営に影響を及ぼし得

る発信等について懸念を表明し、証人に対する

圧力と受け取られかねない言動や調査の公正性

を損なうおそれのある行為について、厳に慎む

よう求めました。 

 本委員会としては、これらの一連の経緯を踏

まえ、証人及び参考人が心理的圧力や不安を感

じることなく自由かつ率直に証言できる環境が

十分に確保されているかを確認する必要がある

と考えております。 

 なお、本件については、既に議長による厳重

注意及び本委員会による声明等が発出されてお

り、今後も証人喚問及び調査が継続することか

ら、改めて委員会として事実関係を共有し、証

言環境及び委員会運営の公正性確保について協

議する必要があると判断したものであります。 
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 本日の協議は、委員会の公正性及び独立性並

びに証言環境の確保という観点から一連の事実

関係を確認し、今後の委員会運営について協議

を行うため実施するものであります。 

 以上、経過説明といたします。 

 それでは、随時御質問を受けたいと思いま

す。御質問ある方はいらっしゃいますか。 

○委員（村川清則君） 当初より、委員会の公

平性を担保するため、私どももいろんな申入れ

書とかをお出ししてまいりました。今日こうい

った話合いの場をつくっていただきたいという

思いもありましたので、今日のこの場というの

は非常にありがたく思っております。 

 その件で、小会をお願いします。個人の名前

が出たりするかもしれませんので、小会をお願

いしたいと思うんですが。 

○委員長（中山諭扶哉君） 説明を求めます

が、そしたら、まずは小会して、内容を確認さ

せていただいてから、それから、じゃあ本会の

ほうで説明をしていただくという流れでよろし

いですか。 

○委員（村川清則君） はい。 

○委員長（中山諭扶哉君） 小会いたします。 

（午前１０時１６分 小会） 

                              

（午前１０時２４分 本会） 

○委員長（中山諭扶哉君） 本会に戻します。 

 先ほど事実確認の説明をさせていただきまし

た。 

 続きまして、皆さんからの質疑ありませんで

しょうか。 

○委員（木村博幸君） 村川委員へちょっとお

尋ねをいたします。数点ありますので、続けて

問答を繰り返しながらいきたいと思います。 

 まず、確認することですが、４月２３日の委

員会において、議題に入る前に退席されました

が、その理由を改めて御説明ください。 

○委員（村川清則君） その前に、公平性が担

保されてないということで勧告書を提出いたし

まして、それが回答がないという中での委員会

でした。冒頭、出席して挙手の上、その内容を

しゃべろうとしましたけれども、委員長から止

められて、それじゃあ退席しますということで

退席いたしました。 

○委員（木村博幸君） 次の質問です。 

 村川委員が、委員長が告発人であるため公正

でないと、前から大分主張されてましたが、そ

の法的根拠がなかなかよく分かりませんでした

が、具体的にお示しいただけませんでしょう

か。 

○委員（村川清則君） 具体的に。要するに、

極端な言い方すれば、裁判長が告発人であった

ということしかないですが、例え話すれば。

（委員野﨑伸也君「ちょっと意味が分からん。

意味が分かりません」と呼ぶ） 

○委員（木村博幸君） 次の質問です。 

 先ほどの、委員会の議題に入る前に退席する

ことは、地方自治法１００条に基づく委員とし

て調査義務に反しないとお考えで退席されたの

でしょうか、お聞かせください。 

○委員（村川清則君） そうですね。権利の放

棄と言えば、そうなるのかもしれません。 

○委員（木村博幸君） 少しジャンルを変えま

すけど、今まで成松議員については推定無罪と

主張されながら、この前の報道ではもうかばう

必要もなくなったという発言についてです。報

道において、村川委員が成松議員をかばう必要

もなくなったと述べたとされています。この発

言は事実でしょうか。 

○委員（村川清則君） 言ったのならそうなん

だと思います。ただ、かばう、最初からかばっ

てたつもりはないんですけれども。これはあれ

ですか、私をつるし上げるための会議ですか。 

○委員（木村博幸君） 確認です。 

○委員長（中山諭扶哉君） 事実確認だけ、ま

ずですね。 
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○委員（木村博幸君） はい。 

 そういうお答えですので、これまで一貫して

推定無罪との主張をされておりましたが、今

回、かばう必要もなくなったとの整合性をどの

ように御説明されますか。団長としての考えを

お聞かせください。 

○委員（村川清則君） 推定無罪というのは、

これはもう国際的な原則だと思います。それで

も逮捕とか起訴されるという事案は非常に重い

ものがあると。かばう必要がなくなった、ちょ

っと口をついたんでしょうけれども、そんな中

で出た言葉だと思います、発したとすれば。 

○委員（木村博幸君） 続けていきます。 

 成松議員が逮捕、起訴後、成松議員に除籍処

分を下されましたが、それでもなお証人への告

訴方針を維持する、要はＳＮＳ上でそのままと

いうところですけど、その理由は何かお聞かせ

ください。 

○委員（村川清則君） 議員団で告訴の方針を

しているわけではございませんので、それは党

のほうに尋ねてください。 

○委員（木村博幸君） 党のほうがやってると

いう答えですね。 

○委員（村川清則君） はい。 

○委員（木村博幸君） この前はコンセンサス

が取れてないということもありましたけど。 

○委員（村川清則君） そうですね。それを取

り巻く各支部だったり、あるいは議員団もその

中に少しでも入るのなら、そういうコンセンサ

スがまだ取れてないということです。 

○委員（木村博幸君） 私は一旦これで終わり

ます。 

○委員（深田浩介君） 続けてまた村川委員に

質問になりますけれども、今年の４月に、百条

委員会に関する委員の問題で、今後の円滑な委

員会を進めていくため調整を図る目的で、村川

自民党八代市議団代表として議長室に中山委員

長及び髙山議長から呼出しされたもの、１人で

は対応できない、弁護士に言われているとの理

由で橋本幸一議員と橋本貴喜議員を引き連れて

３人で来訪。議長から村川議員だけでよいと指

示されたが、１人なら帰ると言って退室。そし

てその直後、再度、村川議員が議長室に来られ

て、成松由紀夫議員に対する刑事告訴状を中山

委員長から提出している事実を知りながら、委

員長に任命したことは共同正犯になり、大変な

ことになりますよと議長に発言されたと聞いて

おります。 

 また、同内容で、八代自民党市議団のホーム

ページに、百条委員会に対する辞退理由、第３

項、議長及び副議長の任命責任と共謀の疑いの

項で、議長及び副議長が、中山委員長らが本件

の告発人であることを事前に熟知していなが

ら、あえて本委員会の委員及び役職者に任命し

たことにありますとあります。我が会派は任命

に至ったことを裏づける客観的な証拠を保有と

ありますが、この客観的理由とは何なのか。髙

山議長が熟知していたと決めつけた理由につい

ても含めてお答えをお願いいたしたいと思いま

す。 

○委員（村川清則君） 音声データがあったん

じゃなかったですかね、たしか。 

○委員（深田浩介君） 音声データは、公開さ

れてる分のやつじゃなくてですか。 

○委員長（中山諭扶哉君） 誰の音声データで

すか。 

○委員（村川清則君） 議長と、誰ですか―

―。 

○委員長（中山諭扶哉君） ジャーナリスト。 

○委員（村川清則君） はい、ジャーナリスト

の電話の内容です。 

○委員（深田浩介君） それを基に、客観的証

拠と、熟知していたという理由で出されたとい

うことですね。 

○委員（村川清則君） はい、そうです。 

○委員（深田浩介君） そしてまた、さきに申
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し上げた呼出しの件について、弁護士の指示

と、百条委員会で何ら結論も出ていない真相究

明中であるにもかかわらず、弁護士を議員団と

して依頼した必要性についても含めて、弁護士

及びほかに探索者がいたのではないかと思われ

るが、その見解を伺いたいと思いますけども。 

○委員（村川清則君） もう一回お願いしま

す。 

○委員（深田浩介君） この呼出しの件につい

て、弁護士の指示と、百条委員会で何ら結論も

出ていない真相究明中であるにもかかわらず、

弁護士を議員団として依頼した必要性につい

て、それも含めて、弁護士及びほかに探索者が

いたのではないかと思われるが、その見解を伺

いたいと思います。 

○委員（村川清則君） 議員団で弁護士を頼ん

ではいません。あくまでも自民党地域連合会の

弁護士さんです。 

○委員（深田浩介君） 連合会の議員さんに頼

んでるということですかね。 

○委員（村川清則君） はい。 

○委員（深田浩介君） ほかに探索者がいたと

いうのは、何かそれに関わっていろいろ探索し

たという方は、弁護士以外の方にはいらっしゃ

らないですか。 

○委員（村川清則君） いないと思います。 

○委員（深田浩介君） 分かりました。 

 引き続き、先日の百条委員会で、先ほど木村

委員が言われたように、もうかばう必要がなく

なったので今後出席をするという発言をされた

と思いますが、会派の特定の議員をかばうため

に委員会を妨害したり、委員会の出席を辞退し

たのでしょうか。そういう理由であれば、辞退

となるのであれば、真実を明らかにするための

百条委員会としての資格がないのではという見

解もあります。もし今後、またかばう必要があ

る議員や人物が現れた場合は、また出席辞退を

されるのかをお聞きしたいと思います。 

○委員（村川清則君） 何かかばうという言葉

を使ったんでしょうけれども、何か一般的な見

方で、それまで同じ会派だったからかばうよう

に見えてたのかなという意味で使ったのかなと

思いますけれども、当初から、最初からもう冷

静に、客観的にいこうという思いでやっており

ましたので、かばうとかかばわないとか、そう

いう頭でやっていたのではないんですけれど

も、つい言葉が出たのかなと思います。そうい

う気持ちでありました。 

○委員（深田浩介君） 分かりました。 

 また、あと、百条委員会出席辞退の通知文、

議長宛てに出されたやつなんですけれども、項

目２の出席辞退の理由３の中に、捏造の疑いが

ある資料を基に結論ありきで進められている審

議は正当な議員活動とは呼べませんと自民党さ

んで書かれていますが、今回のジャーナリスト

櫻井さん、伊藤容疑者がスパイ工作をして盗撮

を行った写真を基に証人への圧力をかけたこと

に関しては、捏造の疑いのある資料、写真で証

人を追及されたことになりますが、これは正当

な議員活動に当たると思われますか。 

○委員（村川清則君） もともと小島氏作成の

シナリオがあって、それがちょっと何かおかし

いなと思ってたわけで、写真とか、写真もそれ

に付随するものですけれども、それを基に進め

られているのは何かおかしいなという当時の思

いでした。 

○委員（深田浩介君） 私が質問しているの

は、今回、百条委員会の中で写真とかを出され

て証人を追及されたじゃないですか。そのこと

について、それが正当な議員活動に当たるのか

という本人さんたちのことなんですけれども。 

○委員（村川清則君） あの当時、あのときの

委員会では正当な議員活動だったと思ってま

す、私どもは。 

○委員（深田浩介君） じゃあ、また次です。

また、その盗撮写真を弁護士から正当なルート
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でもらったと前回言われたと思うんですけれど

も、いつ、どなたからもらわれて、どのような

検証をして正当な証拠として百条委員会の中で

自信を持って示されたのでしょうか。百条委員

会の中では公文書以外信用できないとおっしゃ

ってましたが、これに関しては公文書と同じ、

信用できるものだったのでしょうか。 

○委員長（中山諭扶哉君） これは聞いたほう

がいいの、本人に。 

○委員（村川清則君） これはちょっと――。 

○委員長（中山諭扶哉君） うん、本人に聞か

れたほうがいいんじゃないですかね。 

○委員（村川清則君） 分からんですね。分か

りません、私は。 

○委員（橋本貴喜君） 私が４月１３日に弁護

士さんより入手したものです。 

○委員（深田浩介君） その弁護士さんはどの

ような経緯で入手されて、どなたが撮影された

とか、そういったのは全然御存じなかったわけ

ですかね。 

○委員（橋本貴喜君） はい、分かりません。 

○委員（深田浩介君） それで、何も分からな

くて、それを証人に対して示されて、これはあ

なたですよねと言われた、あの根拠というのは

どうなんですかね。その証拠も――。 

○委員（橋本貴喜君） いや、もう弁護士さん

から頂いたときに、これはちゃんとしたルート

で確証の高いものだから使っていいよというこ

とで聞いてます。 

○委員（深田浩介君） それは、検証もされな

くて、言われたからもうそれを信じて出された

ということですかね。 

○委員（橋本貴喜君） そうですね。 

○委員（深田浩介君） 分かりました。 

 最後の質問ですけども、そのスパイ活動に関

わったジャーナリスト櫻井要、伊藤容疑者です

ね、自民党会派として、もしくは議員として事

前に接触があったのでしょうか。それと、誰が

依頼してこのような盗聴、盗撮をさせたのでし

ょうか。その依頼した事実は皆さんで共有され

ていたのでしょうか。今回の捏造の事実が確認

されても、先ほどほかの委員がおっしゃった証

人への謝罪とかも、ホームページ取下げもしな

いということでいいんでしょうか。 

○委員（村川清則君） 議員団として依頼はも

ちろんしてません。接触――私個人はないで

す。弁護士さんよりとにかく頂いたということ

です。 

○委員（深田浩介君） じゃあ、村川委員は接

触されてないということで、ほかの自民党八代

市議団の中で接触された方とか依頼された方が

いるということですか。 

○委員（村川清則君） いません。いないと思

います。 

○委員（深田浩介君） いないですか。 

○委員（村川清則君） ただ、弁護士さん経由

です。 

○委員（深田浩介君） 以上です。 

○委員長（中山諭扶哉君） ほかありません

か。 

○委員（山本敬晃君） 今の写真の関連で、自

民党さんのどなたが出されたか分からないんで

すけど、議会のほうに証拠写真という形で、先

ほどからお話があってるのは、中山委員長と証

人の方の写真を提出されたということですけど

も、もう一つ、大倉議員と蓑田議員が写ってる

写真も何か提出されたというふうに伺っており

ます。そちらの写真はどちらから。入手経路だ

ったりとかですね。 

○委員（村川清則君） 同じ弁護士さんから。

弁護士さん提供だと思います。 

○委員（山本敬晃君） 報道のほうでは、中山

委員長と証人の方のほうは逮捕された容疑者の

方が撮ったというお話があったんですけども、

今回、大倉議員は、こちら、今、百条の委員で

すけども、蓑田議員のほうはそういった事実を
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知って、本当に精神的に苦痛を感じられて、ま

た、本当、まだ議員になられたばっかりで、本

当分からん中で、こういうことが議員になった

ら起こり得るのかと。御家族もいらっしゃいま

すし、御家族のほうも本当に大変もうきつい思

いをされてるということですけども、そういっ

た思いをさせたことについてはどういうふうに

今お考えなのかなというのをちょっとお聞かせ

いただきたいと。 

○委員（村川清則君） もちろんそういう思い

をされたということであれば、おわびしたいと

思ってます。 

○委員（山本敬晃君） 蓑田議員、精神的に本

当にきつい思いをされて、いろんなしかるべき

対応も検討されてるということだったんですけ

ども、それはもう御本人に謝罪をされるという

ことでよろしいですか。 

○委員（村川清則君） はい。 

○委員長（中山諭扶哉君） ほかありますか。 

○委員（大倉裕一君） 今、蓑田議員のほうに

おわびをしたいということでしたので、村川代

表の紳士的な発言を期待しておきたいと思いま

すので、よろしくお願いしたいと思います。 

 それから、今いろいろ話を聞いてると、自民

党連合会とか（委員村川清則君「はい、地域連

合」と呼ぶ）地域連合会とか、自民党市議団と

か、何か２つの組織が出てきてて、何かうまい

こと使い分けよんなるような感じですね、すい

ません、それはもうこっちが、聞き手としては

そういうふうに聞こえてしまうんですよね、そ

ういうふうに思うんですけど。自民党、連合、

２つの組織というのは、代表者が誰で、その三

役がどなたで、その組織の中に市議会議員が

誰々がいるのかというのは御説明いただけます

か。 

○委員（村川清則君） 連合会長は原田会長で

すけれども、あと、三役とか、枩島さんが昔

は、――連合会のあれは、ちょっと。 

○委員長（中山諭扶哉君） 分かりませんか。 

○委員（村川清則君） たしか会長だったよう

な気はしますけど。あと、何か書類があったよ

うな気はしますけれども、あんまり見てませ

ん。 

○委員（大倉裕一君） 政党が八代にも幾つも

あるんですけど、自民党さんだけがＳＮＳ使っ

てこの情報を、どこから入ったか分からない情

報、今、弁護士さんから入手しましたという話

だったんですけど、こういった情報を使って報

道されている。逮捕の後にも、こうやってその

ままの状態が続いている。 

 私も何か告発人となっていて、訴求したとか

ということがその中に掲載されとっとですけ

ど、これは連合会ですかね、そちらのほうの、

市議団か、すいません、ＳＮＳで載っとったん

ですけど、まずもってそういった司法にかかる

ところに訴求なんてできるわけがないじゃない

ですか。しかも疑いがあるって。おかげさまで

私も名前を広めてもらって、市議としての名前

が売れましたけど、非常に不愉快ですね、こう

いったことを書かれると。 

 それと、もう一つ。それはもういいんですけ

ど、まあいいんですけどいうか、話題を替えま

すけど、一番最初に野﨑委員からも言及されま

したけど、ルールを守りましょうという言葉が

野﨑委員からかけられたと思うんですよ。ルー

ルというのは手続ですね。資料を出すときに

は、この会に出して、委員長の許可を得て、そ

して議論していこうと。それがルールだったと

いうふうに思うんですが、ルール、見事に破ら

れて主張ばかりをされたというふうな雰囲気が

ありますが、その点に対しては、代表としてと

いう部分と、橋本委員はその当事者で、当事者

としてこの場に資料を出された。なぜそういう

ふうなルールを破って出されたのか。その点に

ついて教えていただきたいと思います。 

○委員（村川清則君） あの当時は緊急性があ
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ったということだったのかなと思います。緊急

性というか、今日出さなければいけないかなと

いう判断だったんだろうと思います。 

○委員（大倉裕一君） 橋本委員はどうです

か。資料の提出、ルールを守らずに突然この委

員会で出された。なぜルールを破って出された

んですか。 

○委員（橋本貴喜君） ルールを破ったという

意識はないですけど、前日に頂いた資料で、そ

こに重大な、委員会の運営の公平性の根幹に関

わる部分だったので提示をしました。 

○委員（大倉裕一君） ルールを破った意識が

ないって、そもそもが間違ってますよ。ルール

はルールですよ。子供にもルール守れって言う

じゃないですか。緊急性があるなら、緊急性が

あるので、委員長に出して、この資料を提出し

たいと、委員会の中で議論をしたいというのが

ルールでしょう、今回あったのは。そもそもの

資質といいますか、考え方が違うので、ちょっ

と考え方を改めてもらいたいと思いますね。 

 一旦終わります。 

○委員長（中山諭扶哉君） 質問ありません

か。 

○委員（野﨑伸也君） 橋本委員に聞くんです

けれども、入手した経路、いろんな資料ですよ

ね、写真であったり、何かそのほか見せられた

資料というのがこの間あったと思うんですけれ

ど、弁護士から全部入手しましたよという話だ

ったんですけれども、それはその当時は信用足

るものだというふうなことを思っていらっしゃ

ったというようなことを今言われてたと思うん

ですけれども、今、報道の中では、そういっ

た、ジャーナリストをかたった方が中山委員長

と職員さんを呼びつけて、不正にわなにはめて

撮ったような写真というようなことだったとい

うふうに思うんですけれども、それを受けて、

今どういった御気分ですか。自分が出したとき

の状況と今変わってますよね。 

○委員（橋本貴喜君） そこの部分に関して

は、本人の方の証言も分かりませんので、私か

らどうこう言うことはございません。 

○委員（野﨑伸也君） 分かりました。 

 以前も申し上げたと思うんですけれども、こ

ういった今状況、報道等でいろいろと捜査が進

められてる内容を伝えられてるのがありますけ

れども、そういった状況の中でことごとく今ま

で自民党さんが党として、村川代表が申し上げ

られてきたことが覆されてきてるというふうに

私は思ってますし、この委員会からとか髙山議

長からも指摘があってるとおり、ホームページ

の内容についても、取消しとか、そういったも

のをなぜ今やらないのかと。なぜしないのかと

いうのが普通、本当に疑問なんですよ、単純

に。 

 今いろいろと質疑があってる中で話を聞く

と、何か他人事のような話をされてる。自分た

ちがやってきたことを棚に上げて他人事のよう

な話をされてる。非常におかしいというふうに

思うんですけれども、謝罪されないんですか、

村川さん。 

○委員（村川清則君） 取り方なんでしょうけ

れども、その辺はまだ議員団同士でも意見の一

致を見てないということ、また連合会ともまだ

話合いができてないということです。 

○委員長（中山諭扶哉君） 謝罪の件について

は、しかるべきところでしていただきたいと思

いますし、それはもう検討していただきたいと

いうふうに思います。 

○委員（村川清則君） はい。 

○委員長（中山諭扶哉君） 事実の確認にとど

めていただければと思いますが。 

○委員（野﨑伸也君） 分かりました。 

○委員（山本敬晃君） 今、委員長、謝罪はそ

ういう正式な場というお話があったけれども、

意見が一致されてないからできないということ

じゃないんですか。意見が一致されてないんじ
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ゃないんですか。 

○委員長（中山諭扶哉君） どうですか。 

○委員（山本敬晃君） 今、自民党の中で、今

回の様々なことに関してはまだ意見が一致され

てないんですよね、先ほど申し上げられてたん

ですけど。 

○委員（村川清則君） データの削除とか、そ

ういったことに関してはまだできてないという

ことです。成松議員が逮捕されて、起訴され

て、それが同じ会派で、自民党会派であったと

いうことについては、先日、全員協議会で謝罪

させていただきました。 

○委員長（中山諭扶哉君） 委員長から申し上

げますが、先日の声明では、証人に対する圧力

行為、起訴を行うといった、そういう内容がそ

のまま、まだ載っけられてる状況において、そ

れは全然次元が、今言われてる次元と全く違っ

てて、基本的人権を無視してるような格好にな

ってるから、とにかくそれは急いでやめてくだ

さいということを言ってるわけです。 

○委員（北園武広君） 今の一連の事態の流れ

なんですけども、当初、こちらが自民党八代市

議団から確認事項ということで委員長宛てに文

書を出したと思うんですけども、その回答を待

っとったわけでございます。でも回答がなく、

先ほど証人と委員長が会われた、これは百条委

員会には関係なく会ったということを今回初め

て聞いた状況でありますので、その内容を踏ま

えて、議員団としても早急にホームページの削

除等も視野に入れながら議員団で検討していけ

ればなというふうに思ってますので、そこは早

めの対応をやっていければなということで団長

とも話をしたいなというふうに思ってます。 

○委員長（中山諭扶哉君） 御検討ください。 

○委員（北園武広君） はい。 

○委員（山本敬晃君） ちょっと確認をしたい

んですけど、橋本委員が写真を提示されたとい

うことだったんですけど、国会でも偽メール事

件とかありましたけど、そういったものを大体

提出されるときって、同じ自民党の皆さんで

も、やっぱり相談だったり、ちゃんと確認をさ

れてから、自民党として載せて、まあ出すのは

橋本委員だけども、ほかの、村川団長はじめ、

ほかの皆さんはその写真とかも確認されてたん

ですか。それと、橋本委員がそれ、出しますよ

というのは確認をされてたんですか。 

○委員（村川清則君） 委員の３名ですか。 

○委員（山本敬晃君） ３人だったり、自民党

の中で、これ、自民党議員が出すことになって

しまうので、自民党としてやったんじゃないか

というふうに思われる可能性もあるじゃないで

すか。その中でちゃんとそういった確認をされ

てたんですか、事前に。 

○委員（村川清則君） 前日に提供されたんだ

ったですかね、時系列で一応。だから、ちょっ

と時間がなかったので。この３人はもう確認し

てましたけれども。 

○委員（山本敬晃君） その弁護士の方が、そ

の写真は皆様に提供されたということだったん

ですけども、弁護士というのは、まず誰かが頼

まないと仕事をされないわけであって、委任契

約だとしても、代理契約だとしても、契約事を

されてると思う。それは、契約されてるのは連

合会ということは、その責任は連合会の会長さ

んが取られるんですか。 

○委員（村川清則君） 当時は成松議員の弁護

士さんでもありましたので、――ありましたの

でというか、ですし、だから、成松議員と連合

会というか。 

○委員（山本敬晃君） いや、その弁護士さん

を契約されたの、契約方は成松議員個人なの

か、それとも自民、連合――。 

○委員（村川清則君） 個人と、その人に連合

会もお願いしてるということ。 

○委員（山本敬晃君） じゃあ、契約されたの

は成松議員と連合会が契約されてて、委任契約
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で、その弁護士さんがそういった写真を入手さ

れて提供されたということで、じゃあ、その責

任は、成松議員と連合会のほうにあるというこ

とで、連合会だと会長だと思うんですけど、契

約方、相手方はですね。 

○委員（村川清則君） でも、もちろんここで

提示したんですから議員団にもあるんでしょう

けれども。 

○委員長（中山諭扶哉君） 結局、どちらが契

約はされてるんですか。 

○委員（村川清則君） 契約は、成松議員と地

域連合会。 

○委員長（中山諭扶哉君） 地域連合会。は

い、分かりました。 

○委員（木村博幸君） 今の写真やらＳＮＳや

ら、弁護士やら、その辺でやっぱり皆さんちょ

っと気になってるというよりは、なぜなんだと

いう疑問が、大きな疑問があります。先ほど出

てきましたが、ジャーナリストは誰が雇ったの

と。先ほど橋本委員からは、その先は分かりま

せんというお答えでしたが、それちょっと違う

んですよ、やっぱり。百条の委員ですから。私

たち委員は、委員個人としてやっぱり法的責任

を負う。そこをこの委員はみんな持ってるわけ

ですよ。知らないでそこを逃げ切る、そんな発

言にしか受け取れないんですけど。 

 実際、その弁護士はジャーナリストに声をか

けたんですか。それとも、報道であってるよう

に、成松議員のほうから依頼して弁護士と組織

的にやったのか、そこについては全く分からな

いわけですか。団長、いかがですか。 

○委員（村川清則君） 話、聞いてるのであれ

ば、弁護士さんから話聞いてるのであれば、も

ともとは小島さんのブレーンであったと。ブレ

ーンであったけれども、途中で、取材を進めて

いく中で何か百条委員会がおかしいことになっ

てるということで、犯人探しは別にして、ちょ

っと百条委員会が何か犯人探しみたいなことを

やって何かおかしなことになってるから、ちょ

っと何か方針を変えて弁護士さんのほうに情報

を提供されたというふうな話は聞いてます。 

○委員（木村博幸君） 小島さんのブレーンと

いうお言葉ですけど、私たちもいろんな責任を

問われますから、いろいろ情報を集めてます。

でも、小島さん本人はブレーンとは言ってない

と思います。そこは少し勉強されたほうがいい

のかなと思いますが。 

 いずれにせよ、この問題がずっとそのまま

で、先ほど北園委員が言われましたけど、コン

センサスが早く取れなくてどうするんですか。

もう早くもうそこを削除すればいいんじゃない

ですか。 

 そこで１つ聞きますけど、連合会が下さない

から消せないというところのコンセンサスです

が、そもそもこのホームページは業者に委託し

て作成、訂正とか掲載したりとかしてるんです

か。それとも連合会の事務局的な方がやってい

らっしゃるとか。それとも、もしくはホームペ

ージに精通する自民党八代市議団の方がやって

いらっしゃるんですか。誰がやっていらっしゃ

るんですか。 

○委員（北園武広君） 木村副委員長、先ほど

の話なんですけども、何度も言いますけど、質

問投げかけてたのにお答えがなかったので、ホ

ームページはそのまんまになっておるというの

がそもそもの現状ですので。 

○委員（木村博幸君） そこはもう重々知って

おります。 

○委員（北園武広君） そこはお間違えないよ

うにお願いしたいと思います。ですので、あれ

じゃないというのがあるのであれば、市議団で

検討させていただきたいということです。 

○委員（木村博幸君） 聞きたいのはですよ、

誰かが業者に依頼するのかどうか。早くしてく

ださいということを重々お伝えしたいんですけ

ど、その担当者がもし近くにいらっしゃるなら
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すぐできることじゃないですかと。連合会と電

話１本でもですよ、来てもらうなりすれば、す

ぐそれは、もう翌日午後でもできるような話じ

ゃないですか、今日。ですから、誰がそれを担

当してやってるんですかとお聞きしてます。 

○委員（橋本貴喜君） 誰がどうホームページ

を管理しているかとか、木村委員からすれば関

係のないことであって、ホームページの管理そ

の他に関しては自民党八代市議団で決定したこ

とをあそこに掲示しているわけですので、消せ

とか、そういったことはちょっと見当違いなこ

とを言われてるのかなと感じます。 

○委員（木村博幸君） どなたがされてるんで

すか、ホームページの作成は。訂正、修正、デ

ータの上げ下げ。 

○委員（村川清則君） 答える必要あります

か。ないと思うんですが。 

○委員（木村博幸君） 私は、急ぐ場合、誰か

分かれば非常にいいし、まさかこの３人の中に

いるとは思いませんけど、業者にやらせてるの

か、その辺を聞きたいだけですから。 

○委員（北園武広君） ですので、委員長が答

弁されたので、それの内容を踏まえて検討しま

すということをお伝えしたわけです。もう早急

に、内容は分かったので、事実確認取れたんで

検討いたしますということなので、それで御理

解いただければと思います。 

○委員（木村博幸君） なら、団長、早めにお

願いいたします。 

○委員長（中山諭扶哉君） ほか。 

○委員（大倉裕一君） 橋本委員が権限がない

って、権限があるんですかという問いかけをさ

れましたけど、権限はあるんですよ。証人の人

権問題に関わってきているところがあるからこ

ういう話をしとるんじゃないですか。そこは理

解してください。勉強してください。 

○委員長（中山諭扶哉君） どうでしょうか。

もうありませんね。 

○委員（北園武広君） 少し委員長、確認なん

ですけども、今の一連の今回のこういった流れ

なんですが、これを委員会として今後どのよう

に取り扱っていかれる思いがあるのか。どうで

すかね。 

○委員長（中山諭扶哉君） はい、分かりまし

た。実際、今日の質疑の目的というのは、今後

の真相を究明する中で、証人喚問において、非

常に今されてることが障害になってくると。今

後、百条委員会を開く中で、証人がこれを基に

拒否をされたら委員会は成り立っていかないわ

けですね。だから早急な対応をお願いしたいと

いうのが本来の趣旨でございます。 

○委員（北園武広君） 先ほどから橋本貴喜委

員のほうにこの写真の提示から入って質問を受

けておるわけですけども、実際、証人の発言を

阻止したというとではなくて、会われたんでし

ょうという確認の意味での提示だったのかな、

これは私の思いなんですけど、ということであ

って、もうまずもって証人の証言の正当性だっ

たりという部分に関しては、一切、何も橋本委

員も質問とかで聞いたわけでもないので、その

辺のところは、もう委員長言われるとおり、今

後の証言関係で公正的な委員会の進め方という

ことでお話があるんであれば、もうそれには従

っていきたいなというふうには思ってますけ

ど。 

○委員長（中山諭扶哉君） そういう質問をさ

れるんであれば、先ほど大倉委員も言われたよ

うに、やっぱりルールは守っていただかない

と、何でも出していい、何でもしゃべっていい

というわけじゃないので、そこを大倉委員も言

われましたし、私もそう思います。やっぱりみ

んなで話し合う必要があれば、そこに、皆さん

にこの資料を出していいかというようなところ

で正当に話をしていただければよかったんじゃ

ないかなというふうに思います。 

 ちなみに申し上げますが、その写真の中で私
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と古閑迫氏が写っておりますが、それは、そこ

には３人しかおりませんでした。ジャーナリス

ト櫻井と呼ばれる人しかおりませんでした。要

は３人しかそれを知り得ない。そして、場所は

櫻井が指定した場所でありますので、そこにカ

メラが仕込んであったというのは、私はもう、

これはもう完全な事実だというふうに思ってま

すので、それは申し伝えておきます。 

○委員（山本敬晃君） そもそもの、ちょっと

私、確認したいことがあって、橋本委員が写真

を提示されたときの証人の方も証言されたんで

すけど、自民党レクがあると。この百条委員会

って、そもそも市政の、行政側のいろんな疑

惑、不正だったりというのを調査する委員会

で、それは議員が行うと。それは議員はチェッ

ク機能を持ってるから、それは二元代表制なん

で。でも、地方議会は議院内閣制じゃないの

で、その中で市政の意思決定の中に自民党レク

という、そういうのがあって、結局、行政側に

も自民党の議員さんたちが入り込んでたという

のが今何か、その証人の方だけじゃなくて、別

の証人の方も証言をされてたんですけども、そ

の中で言えば、今回の新庁舎の建設の件という

のは、自民党議員さんたちは行政側の中で関わ

ってたことにならないかなと私は思ってるんで

すよね。もしそうであれば、その方々がこの調

査をするというその正当性というのにちょっと

疑義が生じるんじゃないかなというふうにも思

ってるんですよ。 

 最初、村川委員が中山委員長に、委員長がそ

ういった、もしそういうのがあれば、それは利

益相反になるんじゃないかという、そういうこ

とをされましたけども、今回、私はその証人の

方が自民党レクがあると言った段階でちょっと

フェーズが変わったんじゃないかなと。もとも

と私たちも自民党議員さんたちは関わってない

ということで、一緒に新庁舎の建設について不

正がなかったかどうかを調査していきましょう

ということだったと思うんですけど、証人の方

の証言の中でそういった自民党レクがあって、

自民党の議員さんたちが新庁舎建設に関して行

政側でそういう意思決定に関わっていたという

ことが、そういう証言があった中で、それを、

じゃあ関わっていた可能性がある自民党議員の

方々がそれを調査するというのは、それは大丈

夫、そこはちょっと確認しておきたいなと。 

○委員（北園武広君） 当初、自分も１期目だ

ったんですけども、鏡支所のほうで会って証人

の方にも申し上げましたけど、自民党レクって

何なんですかということで、一切私たちは、委

員としてはそういった執行部からレクを受けた

という記憶は一切ないんですよ。なので、証人

の方に確認取った次第です。 

○委員（山本敬晃君） 私も北園委員のその発

言を聞いてたんですけども、私が自民党のいら

っしゃった議員の方に聞いたところ、自民党レ

クというのがあると。それは自民党八代支部

で、執行部がそこに赴いて、自民党の議員さん

たち限定でそういうレクをされてるというふう

に私は聞いてます。 

 それは、私は、ほかの議員さんは議案説明会

というのがあって、そこで初めて議案を知っ

て、そこで質問も、中身までは駄目ですよとい

う、そういう説明会みたいな形はありますけど

も、自民党レクというのがその議案説明会の前

にあってますよというのを私、自民党の議員の

方から聞いてるんですよ。もしそれが事実だっ

たら、北園委員はそれ知ってて今そういう発言

をされたのであれば、それはちょっと違うんじ

ゃないかなと思うんですが。 

○委員（村川清則君） 山本委員が言われる自

民党レクというのは、多分、自民党の議員団

長・副団長レクのことじゃないかなと思ってま

す。当時は自民党が数を持っていましたので、

それを、議会運営を、議会をすんなり通すため

のあれだったのかなということは思ってます。 
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 ただ、私ども３人とも当時から、今は議員団

長をしてますけれども、今はやってませんけれ

ども、当時の副団長でもございませんでしたの

で、３人ともそれに立ち会ったことはございま

せん。 

○委員（山本敬晃君） ですから、私は、――

国会とは違うんです。国会はそういう、議院内

閣制だから自民党と内閣とつながりがあってい

いと思うんですけども、地方議会は二元代表制

なので、ふだん本当そういうことはあり得ない

というか、あっちゃいけないんですけども、で

も八代市では、そういう形で自民党議員団長・

副団長レク、プラス自民党支部に執行部が出向

いて、自民党の皆さんに対してはそういったレ

クがあってたんですよね。 

 それであれば、執行部、行政の側の中に議員

が入って、自民党の議員だけが入っててという

ことであれば、この百条委員会って、議員が執

行部のほうの不正だという疑惑があったときに

調べる、調査する委員会なので、その中で意思

決定に関わってた委員の方々がそこの調査の委

員にあるということが問題はないのかなという

ふうに私は疑問を持ってるんですけども、そこ

は大丈夫なんですか。そういった行政側の意思

決定に先に載せて、非公式、――私は知らなか

ったですもん。知らなかったですから非公式で

すね。非公式に自民党だけが団長・副団長レ

ク、プラスほかの自民党の議員さんにもレクが

八代支部であってた。これは問題とは思わない

んですかね。思われないですか。 

○委員（北園武広君） すいません、私の認識

不足だったんですけども、今回はこれ、新庁舎

調査特別委員会なので、その調査特別委員のと

きの委員だったということで、その委員会内の

レクなのかなというふうな認識でお答えしたん

ですけども。この場はですよ。 

 新庁舎に関する……。 

○委員長（中山諭扶哉君） 分かりました。じ

ゃあ、このくらいでとどめますけど、そした

ら、１つだけ。今、山本敬晃委員が言ってた議

員レクが、行政側が赴いて、それを個別にやっ

てたというところはあるかないかだけ聞きまし

ょうか。 

○委員（山本敬晃君） そう、その事実確認は

ですね。 

○委員長（中山諭扶哉君） 要は百条委員会の

公平性に関係してくるのでということを彼は今

言っているので。 

○委員（山本敬晃君） そもそも自民党さんに

ついて、普通、何も聞く必要ないんです、本当

は、もともとであれば。でも、今回、八代市政

の中で、新庁舎建設だけじゃないかもしれんで

すよ、新庁舎に関しては、自民党の議員さんだ

けの、団長・副団長にだけそういうレクもあっ

て、私、ほかの議員はないのに、自民党の議員

の皆さんだけに、自民党支部に執行部が赴いて

レクがあってたんですよね。と私は聞いてま

す。だから、それは本当、私は大きな問題だと

思って。 

 だから、多分、本来はこういった問題の調査

って、多分、行政側の執行部だけを多分、証人

喚問とかする予定だったはずだと思うんです。

そのときの課長さん、部長さんだったり、市長

だったりって。でも、自民党が、自民党という

組織が行政の意思決定に関わってたのであれ

ば、自民党、そっちも、実際逮捕されてる方も

自民党の幹部とかいらっしゃいますけど、そっ

ちも証人を呼んで調査せんばんごつなると思う

んですけども、そこの認識はあられますか。

（委員野﨑伸也君「委員会として議員がここに

おってよかかって話だろ」と呼ぶ）そうです、

そこを利益相反と、前、中山委員長もおっしゃ

ってましたけども。 

○委員長（中山諭扶哉君） その件については

また別の場所でやりたいというふうに思いま

す。百条はちょっと超えてるかなという範囲で
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あります。 

○委員（深田浩介君） そもそも百条委員会を

立ち上げたときに、自民党さんも全員起立され

て賛成されて、百条委員会の中で事実確認をし

ていきましょうというのは確認されてると思う

んですけれども、初回のときにも証人者をどな

たを呼びたいといったときに、執拗に、どうし

てその人なんですかというのを執拗に聞かれた

と思うんですけども、今まで一度も自民党さん

から証人喚問の要求もなかった状態ですし、出

席辞退もされていました。今後、またこの百条

委員会に参加されて事実確認を追及していくの

であれば、証人喚問要求とかを自民党さんのほ

うからされる予定はあるのかどうかをお聞きし

たいんですけれども。 

○委員（村川清則君） 必要とあれば、相談し

て決めたいと思います。 

○委員（深田浩介君） じゃあ、もう証人喚問

されて、ちゃんとそれはされるということで確

認しといてよろしいですかね。 

○委員長（中山諭扶哉君） ほかありません

か。 

○委員（野﨑伸也君） 橋本委員にもう一回戻

るんですけれども、提出された写真について、

中山委員長も先ほど話されましたけれども、ジ

ャーナリストと中山委員長と職員さん３人だけ

で会って、そこで間違いなく、呼び出されて写

真撮られたというのは間違いないというふうに

言われたんですけれども、今の報道においても

そういった状況にありますけれども、当時はそ

れは分からなかったということで、緊急性があ

って出したかったというふうな話をされたんで

すけど、まあそれもルール違反なんですが、今

このような状況にあって、あからさまにもう間

違ってますよね、あなたが出した写真。不正で

すよね。に対して謝罪する気持ちはないんです

か。 

 もしくは、弁護士からもらったということで

あれば、普通は弁護士に確認しますよね。しな

いんですか、どういうルートだったんだとか。

本来であれば出す前にしなきゃいけないんです

けど、それもやってないのに、今こういった状

況になってるのに、確認、普通しますよね。し

ないんですか。 

○委員（橋本貴喜君） 私の個人の弁護士では

ありませんので、私は直接やり取りはしており

ません。頂いたときは、直接お会いしてその場

で頂いただけです。その写真の真偽については

私が知るところではありませんので。 

 以上です。 

○委員（野﨑伸也君） あなたは議員でしょ

う。責任ないんですか、責任感は。おかしいで

しょう、今の発言。あんた、ここにいる必要な

いよ、そうやったら。勉強してください、もう

ちょっと。おかしいでしょ、あんたの答弁。

（委員北園武広君「委員長」と呼ぶ）ちょっと

待って。もう一個質問します。 

 同じように、提出された告訴状もありました

よね。それも弁護士さんからもらったというふ

うに言いましたよね。それについても確認しな

いんですか、どこから出てきたかって。する必

要あるんじゃないですか。どこから入手したん

だというのを確認するべきじゃないですか、今

の時点だったら。もう覆ってるんですよ、あな

たが言ってることが。普通、そうなったら自分

の責任として確認すべきでしょう。しないんで

すか。答弁ください。 

○委員（橋本貴喜君） 私としてはこれまで示

してきたとおりの行動をするのみです。 

○委員（野﨑伸也君） 村川団長。村川団長に

ちょっとお願いなんですけれども、事実確認を

していただいてよろしいですか、弁護士さん

に。どこから入手したのか。 

○委員（村川清則君） 再度確認いたします。

再度といいますか、確認いたします。 

○委員（野﨑伸也君） ２つね。写真と、もう



 

－16－ 

一個の告訴状のやつ、出されてる。 

○委員（村川清則君） 告発状でしょう。 

○委員（野﨑伸也君） それ、ちゃんと弁護士

に確認してください、入手経路を。どこから持

ってきたか。橋本委員はしないということです

ので、党としてやってください。 

○委員長（中山諭扶哉君） ほかありません

か。 

○委員（大倉裕一君） 今の野﨑委員の件で。

合法的にという説明も付け加えられていまし

た、そのときに。写真を提出されるときに、合

法的に。これ、非常に気にかかるところですの

で、団長の責任を持って確認をお願いしときた

いと思います。 

○委員長（中山諭扶哉君） ほかありません

か。 

○委員（木村博幸君） 一通り区切りがついた

ので、少し話題を替えさせていただきます。古

閑迫証人の件についてです。 

 北園委員にお伺いします。証人の職場のほう

に出向かれて上司に公開質問状を手渡したとい

うふうにお聞きしておりますが、事実を確認し

たいと思いますけど、これは北園委員が自身の

判断で行われたものでしょうか。 

○委員（北園武広君） 職場に私と村川団長と

２人で出向いて、当初は本人に直接手渡して、

渡さないかんだったかなということで、上司の

ほうに渡したのは少し軽率だったかなとは思い

ますけども、実際、職場に行って渡したという

ことは、公開質問状を渡したのは事実でありま

す。 

○委員（木村博幸君） 証人の職場を訪問する

行為が、今、回答にもありましたけど、非常に

心理的圧力を与える可能性があるということで

すが、その当時はそういう認識はあられました

か、お聞かせください。 

○委員（北園武広君） 当時、疑問に思ってた

点を確認するための意味で公開質問状、はいか

いいえ、ストレス感じていただくと大変なので

簡単なはい、いいえで答えられるような質問状

の内容だったかと思います。 

○委員（木村博幸君） 確認というよりは、こ

の行為が地方自治法の１００条の証人の威迫の

禁止に抵触する可能性が十分考えられておりま

して、こういうことがあったということは、今

後に非常に影響を及ぼす可能性があるので、今

回ちょっと御質問させていただいたところで

す。ありがとうございました。 

○委員長（中山諭扶哉君） 委員長からも、そ

こもやっぱりルールにのっとって、それを質問

するのであれば、証人に質問するのであれば、

委員会を通して質問するべきであっただろうと

いうふうに付け加えときます。 

 ほかありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中山諭扶哉君） ないようでありま

す。 

 それでは、この件に関しましての質疑はこの

程度にさせていただきたいと思います。 

 本日の協議内容については、この後、議長の

ほうへ報告をいたしたいというふうに思いま

す。 

 お諮りいたします。 

 本日の協議内容について議長へ報告し、委員

会運営の公正性の確保の観点から必要な対応を

求めることについて、御異議はありませんでし

ょうか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中山諭扶哉君） 御異議なしと認め

ます。よって、本件については議長へ報告する

ことに決定をいたしました。 

 以上で本議題を終了いたします。 

                              

◎その他 

○委員長（中山諭扶哉君） 最後に、３、その

他について、何かございませんでしょうか。 



 

－17－ 

○委員（北園武広君） その他、１点ですね。

１回目の証人喚問のときなんですけども、委員

以外の議員さんたち、出席、傍聴できたかと思

うんですけど、２回目以降、傍聴ができないと

いうふうな判断を取られたかと思うんですけ

ど、そのいきさつをちょっと教えていただけれ

ばと思います。 

○委員長（中山諭扶哉君） 協議、委員会を開

いてる最中に、進行上、暴言を吐かれたり大き

い声で威圧をされたりした方がいらっしゃいま

した。それは傍聴人でもいらっしゃいました

し、委員外議員も数名それをされました。これ

について、委員会が混乱または遅延をいたしま

した。その議事の整理として、委員外議員の出

席を今止めているという状況でございます。 

○委員（北園武広君） 実際、今、こういった

重要な審議の場であって、ほかの議員さんたち

も市民に選ばれた方々ですのでいろんなところ

から個人間で質問等があっとるかと思うとです

けど、やっぱり一般傍聴とかメディアの方々は

傍聴できて議員が傍聴できないというのはいか

がなものかなということであったので、今後も

し再開されるときに、その辺の検討方はよろし

くお願いしたいなというのは思うんですけど

も。 

○委員長（中山諭扶哉君） それであれば、今

後こういうふうな行動を起こさない旨の確認な

り、できれば謝罪なりが私は必要だというふう

に思います。一番声が大きかった方たちはやっ

ぱりそれなりの年数を、経験を重ねられた議員

がいらっしゃいましたので、その議員さんちょ

っと確認していただいて、どういうふうな対応

をされるのか、それも御確認いただきたいと思

います。 

○委員（北園武広君） できれば、後でよろし

いんで、教えていただければ。 

○委員長（中山諭扶哉君） はい、後で大丈夫

です。 

○委員（北園武広君） 以上です。 

○委員長（中山諭扶哉君） ほかありませんで

しょうか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中山諭扶哉君） ないようでござい

ます。 

 なければ、次回の委員会の開催日程について

です。 

 現在、警察の捜査が進められており、捜査に

支障を来さないためにも証人喚問を延期してお

ります。今後の委員会開催につきましては、捜

査の状況等を踏まえた上で決定し、分かり次

第、委員の皆様には招集通知を送付いたしたい

と思いますが、これに御異議ございませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中山諭扶哉君） 御異議なしと認

め、そのように決しました。 

 それでは、以上で新庁舎建設工事に関する調

査特別委員会を閉会をいたします。 

（午前１１時２７分 閉会） 
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